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平
成
二
十
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度 

＝ 

速

報

値 

＝ 

火
災
の
発
生
状
況 

火
災
の
発
生
状
況 

＝ 

速

報

値 

＝ 

　
第
六
四
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
六
月
二

五
日
（
土
）
、
鹿
角
市
十
和
田
「
大
湯
温

泉
ホ
テ
ル
鹿
角
」
で
、
秋
田
県
副
知
事
堀

井
啓
一
様
、
秋
田
県
議
会
総
務
企
画
委
員

長
佐
藤
賢
一
郎
様
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
を

迎
え
、
県
内
消
防
関
係
者
五
〇
〇
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。 

　
大
会
は
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
及
び
殉
職
消
防
職
・

団
員
へ
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
後
、
国
歌
斉
唱

で
始
ま
り
、
続
い
て
、
秋
田
県
消
防
協
会

中
泉
松
之
助
会
長
、
開
催
地
で
あ
る
鹿
角

市
長
小
玉
一
様
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
ご

来
賓
を
代
表
し
て
堀
井
副
知
事
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
き
、
消
防
庁
長
官
久
保
信
保
様

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。 

　
引
き
続
き
、
平
成
二
三
年
度
消
防
功
労

者
（
優
良
事
業
所
）
知
事
表
彰
、
第
七
回

消
防
団
員
意
見
発
表
会
が
行
わ
れ
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
花
輪
ば
や
し
と
鹿
角

民
謡
が
披
露
さ
れ
た
後
、
女
子
マ
ラ
ソ
ン

で
日
本
人
初
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な

っ
た
浅
利
純
子
様
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。 

　
大
会
宣
言
を
黒
澤
文
男
鹿
角
市
消
防
団

長
が
、
ま
た
、
次
回
開
催
支
部
を
代
表
し

て
近
野
宗
一
湯
沢
市
消
防
団
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
最
後
に
秋
田
県
消
防
の
歌
「
わ

れ
ら
　
あ
り
」
を
斉
唱
し
て
第
六
四
回
秋

田
県
消
防
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。   

 

　 

 

　
本
日
は
、
多
く

の
ご
来
賓
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
こ
の

よ
う
に
盛
大
に
開

催
で
き
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
二
万

三
、
一
〇
四
人
も
の
死
者
・
行
方
不
明
者

を
出
す
未
曾
有
の
大
惨
事
と
な
り
、
被
災

地
で
は
今
な
お
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

性
物
質
の
汚
染
、
余
震
の
続
発
な
ど
で
不

安
な
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
を
望
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
大
震
災
で
の
消
防
職
・
団
員
の
活

動
は
、
多
く
の
国
民
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
、
大
災
害
時
に
お
け
る
消
防
活
動
の
重

要
性
が
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
達
消
防
人
は
、
県
民
の
安
心
・
安
全
の 

確
保
と
い
う
強
い
願
い
に
応
え
る
た
め
に
、

日
頃
の
訓
練
に
一
層
励
み
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

木流し工法 

積み土のう

ポンプ操法 

中
泉
会
長
あ
い
さ
つ 

第 64回  秋田県消防大会 第64回  秋田県消防大会 第64回  秋田県消防大会 
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優
良
事
業
所
と
は
、
消
防
団
員
が
相
当

数
在
職
し
、
地
域
の
消
防
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で

い
る
な
ど
、
多

年
に
わ
た
る
地

域
消
防
団
活
動

へ
の
貢
献
が
評

価
さ
れ
た
事
業

所
の
こ
と
で
、

今
年
度
は
二
事

業
所
が
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
。            

㈱
新
東
組
　
鹿
角
市 

　
　
従
業
員
数
　
　
　
　
　
　
二
七
名 

　
　
消
防
団
員
数
　
　
　
　
　
　
九
名 

　
平
成
二
一
年
六
月
、
六
名
が
機
能
別
団

員
と
し
て
入
団
。
東
日
本
大
震
災
で
は
消

防
本
部
の
要
請
に
よ
り
、
大
型
エ
ン
ジ
ン

発
電
機
を
提
供
し
、
電
源
確
保
に
協
力
。 

秋
田
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱  

　
秋
田
市 

　
　
従
業
員
数
　
　
　
　
　
四
一
五
名 

　
　
消
防
団
員
数
　
　
　
　
　
　
四
名 

　
秋
田
市
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
。

団
員
の
地
域
消
防
活
動
へ
の
積
極
的
参
加

を
推
奨
。 

   

　
意
見
発
表
会
は
、
各
支
部
か
ら
選
出
さ

れ
た
九
名
の
団
員
が
、
日
頃
の
消
防
団
活

動
を
通
じ
感
じ
た
事
柄
や
経
験
し
た
事
例

な
ど
を
基
に
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
活
動

に
対
す
る
提
言
等
を
行
っ
た
。
中
に
は
、

分
団
一
二
〇
年
の
歴
史
を
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
紹
介
し
、
消
防
団
活
動
の
重
要
性
を

訴
え
た
発
表
者
も
い
た
。    

　
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
別
表
の
と
お
り
。

発
表
さ
れ
た
意
見
は
、
「
消
防
秋
田
」
八

月
一
五
日
号
か
ら
順
次
紹
介
す
る
。 

   

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
、
鹿
角
市
の
代
表

的
な
民
俗
芸
能
で
日

本
三
大
ば
や
し
に
数

え
ら
れ
て
い
る
花
輪

ば
や
し
が
「
鹿
角
市

職
員
花
輪
ば
や
し
同

好
会
」
に
よ
り
披
露

さ
れ
、
勇
壮
な
囃
子

に
雅
な
踊
り
が
花
を
添
え
た
。   

　
続
い
て
、
「
秋

田
み
す
じ
会
」
に

よ
る
鹿
角
民
謡
が

披
露
さ
れ
、
同
会

の
会
員
で
あ
る
鹿

角
市
消
防
団
長
の

尺
八
と
副
団
長
の

歌
声
が
参
加
者
を

魅
了
し
た
。 

     

　
浅
利
さ
ん
は
、
マ
ラ
ソ
ン
を
本
格
的
に

始
め
た
こ
ろ
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
守
ろ

う
と
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

①
目
標
を
持
つ
こ
と 

②
挨
拶
を
キ
チ
ン
と

　
す
る
こ
と 

③
感
謝
の
気
持
ち
を

　
忘
れ
な
い
こ
と 

そ
し
て
、
何
よ
り
も

こ
れ
ら
を
守
ろ
う
と

い
う
強
い
想
い
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。   

　
浅
利
さ
ん
の
想
い
の
強
さ
が
、
彼
女
を

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ

ン
出
場
へ
と
導
き
、
優
勝
シ
ー
ン
の
映
像

に
は
会
場
か
ら
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。 

   

　
大
会
会
場
の
屋
外
に
は
、
大
正
期
か
ら

戦
前
に
か
け
活
躍
し
た
「
腕
用
ポ
ン
プ
」、

こ
の
「
腕
用
ポ
ン
プ
」
の
後
を
引
き
継
ぎ

主
流
と
な
っ
た
「
手
引
ポ
ン
プ
」
、
そ
し

て
県
内
最
古
の
ポ
ン
プ
車
「
ダ
ッ
ヂ
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
」
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の

参
加
者
の
注
目
を
浴
び
て
い
た
。 

　
こ
の
「
ダ
ッ
ヂ
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
」

は
昭
和
一
二
年
か
ら
昭
和
五
〇
年
ま
で
の

三

八

年

間

、

地
元
鹿
角
市

毛
馬
内
地
域

は
も
と
よ
り
、

隣
接
す
る
大

館
市
、
小
坂

町
ま
で
出
動

し
た
記
録
が

残
っ
て
い
る
。 

 

平
成
二
三
年
度
消
防
功
労
者 

（
優
良
事
業
所
）知
事
表
彰 

第
七
回
消
防
団
員
意
見
発
表
会 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

支
部
訓
練
大
会
等
始
ま
る

＝
全
県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
＝ 

講 

演 

「
マ
ラ
ソ
ン
と
と
も
に
」 

　
　
　
　
　
　 

浅
利
　
純
子 

様 

屋

外

展

示 

鹿　　　　角 

大館北秋田 

能代市山本郡 

男鹿潟上南秋 

秋　田　市 

本 荘 由 利 

大仙市仙北市 
美　郷　町 

横　手　市 

湯沢市雄勝郡 

『日々、自己研さん』 
鹿角市消防団　班長　斉藤　良二 

『我が横堀分団を顧みて』 
湯沢市消防団　分団長　佐々木長一 

『地域に根ざした消防団を目指して』 
横手市山内消防団　部長　高橋　　隆 

『私を育ててくれた消防団』 
仙北市消防団　分団長　戸澤　幸作 

『最後のポンプ車操法』 
由利本荘市消防団　分団長　菊地　広幸 

『あの決意から今』 
秋田市消防団　副団長　鳥海　一房 

『新兵の一年』 
井川町消防団　団員　遠間　　功 

『消防団は第二の家族』 
三種町消防団　副分団長　工藤　秀易 

『地域住民と消防団との関わり』 
上小阿仁村消防団　団員　北嶋　秀一 

別表 「第7回消防団員意見発表会」 
発表テーマと発表者 

支　部　名 発表テーマと発表者 
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消
防
功
労
に
よ
る
叙
勲
の
受
章
者
が
発

表
さ
れ
、
本
県
関
係
で
は
春
の
叙
勲
二
二

名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
八
名
の
計
三

〇
名
の
方
が
栄
え
あ
る
受
章
に
輝
い
た
。

平
成
二
二
年
春
の
叙
勲 

■
瑞
宝
双
光
章                   

　
　
元
横
手
市
大
雄
消
防
団 

　
　
　
　
団
　
　
長
　
加
　
藤
　
周
　
一 

　
　
元
潟
上
市
消
防
団 

　
　
　
　
団
　
　
長
　
鎌
　
田
　
健
　
一 

　
　
元
東
成
瀬
村
消
防
団 

　
　
　
　
団
　
　
長
　
佐
々
木
　
　
　
清 

　
　
元
稲
川
町
消
防
団 

　
　
　
　
団
　
　
長
　
佐
　
藤
　
榮
　
介 

■
瑞
宝
単
光
章 

　
　
元
小
坂
町
消
防
団 

　
　
　
　
団
　
　
長
　
本
　
田
　
⣳
　
爾 

　
　
元
藤
里
町
消
防
団 

　
　
　
　
団
　
　
長
　
淡
　
路
　
⣴
　
美 

　
　
元
雄
勝
町
消
防
団 

　
　
　
　
副

団

長
　
渡
　
邉
　
清
　
一 

　
　
元
横
手
市
消
防
団 

　
　
　
　
副

団

長
　
米
　
澤
　
三
代
司 

　
　
元
八
郎
潟
町
消
防
団 

　
　
　
　
副

団

長
　
金
　
　
　
善
一
郎 

　
　
元
神
岡
町
消
防
団 

　
　
　
　
副

団

長
　
藤
　
井
　
盛
　
作 

　
　
元
西
仙
北
町
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
岡
　
田
　
　
　
健 

　
　
元
河
辺
町
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
二
　
木
　
　
　
桂 

　
　
元
能
代
市
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
西

村

庄
右
衛
門 

　
　
元
秋
田
市
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
嵯
　
峨
　
　
　
夫 

　
　
元
大
内
町
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
堀
　
　
　
清
　
志 

　
　
元
秋
田
市
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
三
　
浦
　
利
　
男 

　
　
元
本
荘
市
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
大
　
場
　
　
　
孝 

　
　
元
山
本
町
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
池
　
内
　
兼
　
信 

　
　
元
太
田
町
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
伊
　
藤
　
長
　
一 

　
　
元
森
吉
町
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
柴
　
田
　
豊
　
吉 

　
　
元
比
内
町
消
防
団 

　
　
　
　
分

団

長
　
野
　
呂
　
俊
　
一 

　
　
元
大
曲
市
消
防
団 

　
　
　
　
副
分
団
長
　
寺
　
村
　
藤
　
市 

第
一
六
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
瑞
宝
双
光
章 

　
　
元
秋
田
市 

　
　
　
　
消
防
司
令
長
　
鳥
　
海
　
　
　
定 

　
　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合 

　
　
　
　
消
防
司
令
長
　
菅
　
野
　
欽
　
治 

　
　
元
本
荘
地
区
消
防
事
務
組
合 

　
　
　
　
消
防
司
令
長
　
保
　
科
　
正
　
彦 

　
　
元
横
手
平
鹿
広
域
市
町
村
圏
組
合 

　
　
　
　
消
防
司
令
長
　
金
　
沢
　
⠴
　
治 

　
　
元
能
代
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合 

　
　
　
　
消
防
司
令
長
　
袴
　
田
　
　
　
務 

　
　
元
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合 

　
　
　
　
消
防
司
令
長
　
鈴
　
木
　
吉
　
美 

■
瑞
宝
単
光
章 

　
　
元
鹿
角
広
域
行
政
組
合 

　
　
　
　
消
防
司
令
長
　
奥
　
村
　
多
喜
男 

　
　
元
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合 

　
　
　
　
消
防
司
令
　
伊
　
藤
　
春
　
男 

　
　
　 

   

　
第
四
八
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
、

来
る
九
月
八
日
（
木
）、
由
利
本
荘
市
の
秋

田
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
る
。  

　
こ
の
全
県
大
会
へ
の
出
場
を
か
け
、
支

部
大
会
が
い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
る
。
皆
さ

ん
の
健
闘
を
祈
る
。 

平
成
二
三
年
度
春
の
叙
勲 

第
一
六
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

平成23年度　秋田県消防操法大会支部大会日程 

鹿　　　　角 

大館北秋田 

能代市山本郡 

男鹿潟上南秋 

秋　田　市 

本 荘 由 利 

大仙市仙北市 
美　郷　町 

横　手　市 

湯沢市雄勝郡 

鹿角市役所駐車場 

（旧）国体アーチェリー会場 

能代港下浜岸壁埠頭 

秋田海陸運送株式会社船川5号定温倉庫敷地 

秋田市消防訓練場（秋田市御所野） 

にかほ市消防庁舎前広場 

大仙市　雄物川運動公園 

スタジアム大雄　駐車場 

湯沢河川敷運動広場　松ノ木グラウンド 

7. 3（日） 

7. 24（日） 

7. 31（日） 

7. 31（日） 

7. 10（日） 

7. 23（土） 

7. 16（土） 

7. 24（日） 

7. 23（土） 

支　部　名 開　催　場　所 開催月日 
支
部
訓
練
大
会
等
始
ま
る

支
部
訓
練
大
会
等
始
ま
る

＝
全
県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
＝

＝
全
県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
＝ 

支
部
訓
練
大
会
等
始
ま
る

＝
全
県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
＝ 

（３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年７月15日（毎月１回15日発行） №689

 
トーハツ消防ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
モリタ自動車ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　綜合防災設備センター 
消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（0183）（42）2125 
　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588







株式会社タカギ 
　　　　　　　　　　秋田県横手市寿町１番28号 

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　（0182）（32）3880 

（営 業 種 目） 

日本機械自動車ポンプ　　　キ ン パ イ ホ ー ス 

ト ー ハ ツ ポ ン プ　　　シ バ ウ ラ ポ ン プ 
◇ 

各 種 消防機械器具　　　各 種 消 火 器 

消 防設備保守点検　　　　　　　　　　　　　 

ホームページ　http://www17.ocn.ne.jp/̃takagi/ 
E - m a i l 　ykttkg@jasmine.ocn.ne.jp



　
東
日
本
大
震
災

で
、
多
く
の
消
防

団
員
は
住
民
の
避

難
誘
導
や
救
助
、

救
出
な
ど
に
懸
命

の
活
動
を
繰
り
広

げ
、
そ
し
て
現
在

は
、
災
害
復
旧
・

復
興
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
消
防
団
員

の
献
身
的
な
活
動

は
、
多
く
の
国
民

か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
『
自
分
た
ち
の
町
は
、
自
分

た
ち
の
手
で
守
る
』
消
防
団
員
に
な
り
ま

せ
ん
か
。 

　
消
防
団
は
、
地
域
防
災
の
中
核
的
存
在

で
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
い

く
上
で
大
変
重
要
な
組
織
で
す
。   

　
多
く
の
方
に
消
防
団
活
動
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方

が
消
防
団
に
入
団
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。      

　
応
募
の
条
件
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

町
村
の
消
防
担
当
課
か
消
防
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

応募お待ちしています！ 

　秋田県総合防災課では、この度平成23年4月1日現在の消防団員数を公表したので、その概要をお知らせします。 

１．消防団員数は17,875人 
　　消防団員数は減少傾向にあり、前年同期比154人減の17,875人となりました。  
　　条例定数充足率は88.6％、被雇用化率（サラリーマン化率）は70.9％となっています。             
             
 
 
 
 
 
２．女性消防団員は23人増の199人  
　　　女性消防団員は年々増加し、199人となりました。  
　　　また、女性消防団員を採用している消防団は、新たに大仙市消防団（24人）、八峰町消防団（2人）
　が加わり、計17消防団となり全県32消防団の半数を超えました。                                                   
 
 
 
 
 
 
３．機能別団員は３消防団、153人  
　　　機能別団員制度が県内で導入されたのは平成19年度になってからのことで、平成23年 4月 1日
　　現在、3消防団で153人が採用されています。                    
 

 

 

 

 

平成23年度消防団員数の概要 

 H18. 4. 1  H19. 4. 1  H20. 4. 1  H21. 4. 1  H22. 4. 1  H23. 4. 1  

消防団員数 18,712人 18,369人 18,191人 18,052人 18,029人 17,875人 

前年同期比 － 348人 － 557人 － 178人 － 139人 －  23人 － 154人 

条例定数充足率 88.83％ 89.01％ 89.10％ 89.37％ 89.40％ 88.64％ 

 H18. 4. 1  H19. 4. 1  H20. 4. 1  H21. 4. 1  H22. 4. 1  H23. 4. 1  

女性消防団員数 95人  107人  119人  150人  176人  199人  

前年同期比 ＋  9人  ＋ 12人  ＋ 12人  ＋ 31人  ＋ 26人  ＋ 23人  

女性団員採用消防団数 7団　 10団　 11団　 14団　 15団　 17団　 

 H18.10.1  H19.10.1  H20.10.1  H21. 4. 1  H22. 4. 1  H23. 4. 1  

機能別団員数 －  　 34人  49人  54人  112人  153人  

前年比 －  　  ＋ 15人  ＋  5人  ＋ 58人  ＋ 41人  

機能別団員制度導入消防団数 －  　 2団　 2団　 2団　 3団　 3団　 

№689（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年７月15日（毎月１回15日発行）（４）



平成23年度消防団員数（平成23年4月1日現在） 

（単位:人、％） 

地域名 

鹿　角 

 

 

北秋田 

 

 

 

山　本 

 

 

 

 

南秋田 

 

 

 

 

 

 

秋　田 

由　利 

 

 

仙　北 

 

 

 

平　鹿 

 

 

 

 

 

 

 

 

雄　勝 

 

 

 

計 

鹿角市 

小坂町 

　　　地域計 

大館市 

北秋田市 

上小阿仁村 

　　　地域計 

能代市 

藤里町 

三種町 

八峰町 

　　　地域計 

男鹿市 

潟上市 

五城目町 

八郎潟町 

井川町 

大潟村 

　　　地域計 

秋田市 

由利本荘市 

にかほ市 

　　　地域計 

大仙市 

仙北市 

美郷町 

　　　地域計 

横手市横手 

横手市増田 

横手市平鹿 

横手市雄物川 

横手市大森 

横手市十文字 

横手市山内 

横手市大雄 

　　　地域計 

湯沢市 

羽後町 

東成瀬村 

　　　地域計 

　32消防団 

 892 821 802 19 40 92.04 2.31 851 － 30 

 190 163 163 0 0 85.79 － 168 － 5 

 1,082 984 965 19 40 90.94 1.93 1,019 － 35 

 1,280 1,088 1,036 52 0 85.00 4.78 1,120 － 32 

 870 769 769 0 0 88.39 － 784 － 15 

 120 102 102 0 0 85.00 － 107 － 5 

 2,270 1,959 1,907 52 0 86.39 2.65 2,011 － 52 

 850 744 732 12 0 87.53 1.61 747 － 3 

 125 123 123 0 0 98.40 － 122 ＋ 1 

 507 422 416 6 0 83.23 1.42 434 － 12 

 281 260 258 2 0 92.53 0.77 253 ＋ 7 

 1,763 1,549 1,529 20 0 87.86 1.29 1,556 － 7 

 820 776 772 4 0 94.63 0.52 778 － 2 

 508 461 453 8 0 90.75 1.74 453 ＋ 8 

 230 197 197 0 0 85.65 － 198 － 1 

 127 83 83 0 0 65.35 － 83 ± 0 

 160 141 141 0 0 88.13 － 148 － 7 

 52 51 51 0 0 98.08 － 52 － 1 

 1,897 1,709 1,697 12 0 90.09 0.70 1,712 － 3 

 2,100 1,974 1,958 16 0 94.00 0.81 1,984 － 10 

 1,802 1,666 1,665 1 90 92.45 0.06 1,648 ＋ 18 

 650 594 575 19 23 91.38 3.20 589 ＋ 5 

 2,452 2,260 2,240 20 113 92.17 0.88 2,237 ＋ 23 

 1,691 1,346 1,322 24 0 79.60 1.78 1,328 ＋ 18 

 767 625 616 9 0 81.49 1.44 632 － 7 

 448 408 408 0 0 91.07 － 415 － 7 

 2,906 2,379 2,346 33 0 81.87 1.39 2,375 ＋ 4 

 550 456 453 3 0 82.91 0.66 459 － 3 

 289 268 268 0 0 92.73 － 275 － 7 

 500 446 435 11 0 89.20 2.47 451 － 5 

 507 466 466 0 0 91.91 － 469 － 3 

 285 241 241 0 0 84.56 － 252 － 11 

 550 481 479 2 0 87.45 0.42 486 － 5 

 183 165 165 0 0 90.16 － 157 ＋ 8 

 234 203 198 5 0 86.75 2.46 201 ＋ 2 

 3,098 2,726 2,705 21 0 87.99 0.77 2,750 － 24 

 1,865 1,700 1,694 6 0 91.15 0.35 1,734 － 34 

 513 453 453 0 0 88.30 － 466 － 13 

 220 182 182 0 0 82.73 － 185 － 3 

 2,598 2,335 2,329 6 0 89.88 0.26 2,385 － 50 

 20,166 17,875 17,676 199 153 88.64 1.11 18,029 － 154

消防団名 
総数 団員数 増減数 男性 女性 

実　団　員　数 前年同期比較 

条例 
定数 

定数　 
充足率 

女性　 
団員率 

うち 
機能別 
団員数 

（５）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成23年７月15日（毎月１回15日発行） №689



    

　
入
校
式
か
ら
一
ヶ
月
が
経
過
し
た
第
六

五
期
初
任
教
育
入
校
生
の
思
い
を
、
入
校

生
が
作
成
し
た
新
聞
か
ら
紹
介
す
る
。 

　
四
月
六
日
。
こ
れ
か
ら
六
ヶ
月
の
間
を

一
緒
に
勉
強
、
訓
練
、
生
活
し
て
い
く
九

二
名
は
、
ど
ん
な
消
防
士
に
な
る
の
か
？

な
れ
る
の
か
？
期
待
と
不
安
で
入
校
式
を

迎
え
た
。 

　
学
校
長
、
関
係
各
位
の
激
励
と
心
構
え

を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
士
と
し
て
の

あ
り
方
を
胸
に
刻
ん
だ
。
改
め
て
人
と
し

て
自
立
し
、
地
域
住
民
か
ら
の
信
頼
に
値

す
る
消
防
士
に
な
る
こ
と
を
自
覚
し
た
第

六
五
期
は
、
特
別
な
意
味
を
持
つ
メ
ン
バ

ー
と
な
っ
た
。 

　
私
達
は
ま
だ
ま
だ
半
人
前
以
下
で
す
が
、

一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
色
々
な
障
害
、
試

練
を
ク
リ
ア
し
、
ま
た
切
磋
琢
磨
し
、
卒

業
す
る
頃
に
は
即
戦
力
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
　 

　 　 

                                     

  

　
入
校
当
初
は
半
年
の
学
校
生
活
が
長
期

間
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
が
、
一
ヶ

月
が
経
過
し
た
現
在
、
思
っ
た
よ
り
も
早

く
半
年
が
過
ぎ
去
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。 

　
慌
た
だ
し
く
一
日
が
流
れ
、
気
づ
け
ば

あ
っ
と
い
う
間
に
帰
宅
の
金
曜
日
が
訪
れ

る
。
特
に
最
初
の
二
週
間
あ
た
り
は
目
眩

が
し
そ
う
な
ほ
ど
で
し
た
。
「
自
分
は
こ

の
生
活
に
つ
い
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
不
安
は
、
一
ヶ
月
経
っ
た
今
も
小

さ
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
ど
う
に
か
し
て

し
が
み
つ
い
て
い
ま
す
。 

　
最
近
は
、
や
る
べ
き
事
の
多
さ
に
思
い

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
目
標
に
夢
中
で
取
り
組
ん
で

い
く
の
で
し
ょ
う
が
、
ず
っ
と
先
に
見

す
え
た
目
標
、
入
校
当
時
の
決
意
あ
る

い
は
志
望
動
機
を
思
い
出
し
、
日
々
の

講
義
、
訓
練
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上

を
目
指
し
ま
す
。 

             

　
日
々
新
し
い
訓
練
の
連
続
で
毎
日
が
新

鮮
で
す
。
た
だ
教
官
の
方
々
に
し
き
り
に

言
わ
れ
る｢

現
場
だ
っ
た
ら
…｣

と
言
う

言
葉
に
対
し
て
自
分
も
含
め
ま
だ
ま
だ
皆

の
意
識
が
足
り
て
い
ま
せ
ん
。
普
段
の
訓

練
で
ど
れ
だ
け
現
場
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
か

で
意
識
だ
け
で
は
な
く
行
動
も
変
わ
る
は

ず
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

　
一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
仲
の
良
い
関
係
も
築

き
始
め
た
仲
間
を
、
こ
れ
か
ら
は
お
互
い

を
高
め
あ
え
る
関
係
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
て

い
か
な
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
誰
一
人
欠
け

る
事
無
く
各
所
属
に
帰
っ
た
時
に
、
当
た

り
前
の
事
を
当
た
り
前
に
出
来
る
よ
う
に

す
る
為
、
総
代
を
ア
シ
ス
ト
し
、
皆
の
潤

滑
油
に
な
る
の
が
自
分
の
役
目
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

　
税
金
で
訓
練
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
事

を
忘
れ
ず
、
何
一
つ
無
駄
に
す
る
事
の
な

い
半
年
間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

     

　
早
い
も
の
で
約
一
ヶ
月
経
過
し
、
入
校

当
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
現
在

は
仲
間
同
士
の
責
任
感
や
連
帯
感
が
生
ま

れ
て
き
て
お
り
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
ま
す
。 

　
教
官
の
方
々
は
時
に
は
厳
し
い
で
す
が
、

消
防
技
術
、
知
識
な
ど
を
実
務
訓
練
や
勉

学
を
通
し
な
が
ら
教
え
て
頂
い
て
お
り
、

ま
た
放
課
後
の
時
間
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学

生
は
、
も
う
一
つ
消
防
士
の
資
質
と
し
て

必
要
な
体
力
を
付
け
る
た
め
に
、
走
り
込

み
や
屋
内
訓
練
場
で
体
力
錬
成
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

　
九
月
十
六
日
に
は
九
二
名
全
員
が
、
無

事
に
卒
業
と
い
う
最
高
の
形
で
締
め
く
く

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
ま

で
育
て
て
く
れ
た
両
親
を
は
じ
め
、
地
域

の
皆
様
に
対
す
る
感
謝
と
い
う
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

     

　
消
防
学
校
に
入
校
し
て
一
ヶ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
が
消
防
学
校
生
活
に
も

慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、ほ
ど
よ
い
緊
張
感
を

維
持
し
、
有
意
義
な
訓
練
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、消
防
は
仲
間
と

の
連
携
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
訓
練
や
日

常
生
活
を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
強
め
て
い

き
消
防
学
校
卒
業
後
も
一
生
付
き
合
う
こ

と
が
で
き
る
友
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
私
は
、
二
組
の
会
計
に
任
命
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
九
月
の
卒
業
ま
で
の
六
ヶ

月
間
、
責
任
を
持
っ
て
全
力
で
会
計
業
務

に
あ
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

総
　
代 

　
本
間
　
敬
浩 

　
　
大
館
市
消
防
本
部 

副
総
代 

　
大
友
　
泰
隆 

由
利
本
荘
市
消
防
本
部 

副
総
代 

　
藤
原
　
章
人 

大
館
市
消
防
本
部 

会
　
計 

　
鐙
　
　
文
成 

　
湖
東
地
区
行
政
一
部 

　
事
務
組
合
消
防
本
部 

会
　
計 

　
田
中
　
宏
和 

北
秋
田
市
消
防
本
部 

第
六
五
期
初
任
教
育

第
六
五
期
初
任
教
育 

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校 

第
六
五
期
初
任
教
育 

秋
田
県
消
防
学
校 
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寺　田　染　工　場 

 
横手市清川町　Q32－0416



①動きやすく安全な服装で 

™ヘルメットや防災ずきんで頭を

保護しよう。  

™靴はひもで締められる運動靴を。 

　裸足、長靴は厳禁です。 

②足下に注意を 

™水面下には、マンホールや側溝

などの危険な場所が。 

™長い棒を杖代わりにして、確認

しながら歩きましょう。 

③単独行動はしない 

™避難するときは２人以上で。 

™はぐれないように、ロープで結

んで避難しましよう。 

 

④深さに注意 

™歩行可能な水深は男性で約70㎝、

女性は約50㎝。 

™流れが速い場合は、40㎝位で

も危険。 

⑤子どもや高齢者に配慮する 

™高齢者や病人などは背負い、子

どもには浮き袋を付けさせて、

安全を確保しましょう。 

防災対策シリーズ⑧ 風水害対策 

避難するときの注意点 

台風・豪雨対策10カ条 

＝台風・豪雨が近づいたら、これだけはやっておこう！＝ 

　台風や豪雨は、予知が難しい地震と違って或る程度、襲来時期や規模を予測することができます。 

　普段から、気象情報に十分注意するとともに、以下のような対策を講じておきましょう。 

1 台風や大雨に関する情報を注意深く聴く。 

 ラジオは必ず携帯を。 

2 むやみに外出しない。外出していたら早めに帰宅する。 

3 家の周りを一周し、飛ばされそうなものは室内に取り込むか、 

　しっかりと固定する。 

4 戸や窓の隙間に、ビニールテープを貼る。 

 雨戸があれば閉める。 

5 停電に備えて、懐中電灯やローソクを用意する。 

 予備の電池も忘れずに。 

 6 いつでも避難できるように、非常持ち出し袋を用意する。 

 また、断水に備えて、飲料水を数日分確保する 

 7 浸水に備えて、家財道具をできるだけ高い場所に移動する。  

 タンスの引き出しや押し入れの下の段のものは、上の段に移す。 

 8 病人、乳幼児、お年寄りなどは、安全な場所に移動する。 

 9 ガスの元栓は必ず締める。 

10 家族でもう一度、避難場所と避難コースを確認し合う。 
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平成23年 平成22年 同期比較 

６月 累計 累計 ６月 年計 ６月 累計 

木流し工法 木流し工法 

積み土のう積み土のう

ポンプ操法 ポンプ操法 

協
会
事
務
局
お
休
み
の
お
知
ら
せ 

　
今
年
の
お
盆
休
み
は
八
月
一
二
日

（
金
）
か
ら
一
五
日
（
月
）
ま
で
と
し
、

協
会
事
務
局
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

第64回  秋田県消防大会 第64回  秋田県消防大会 

  

水
防
訓
練
（
五
月
二
九
日
） 　

こ
の
訓
練

は
、
出
水
期

を
迎
え
る
こ

の
時
期
に
、

水
防
機
関
の

水
防
技
術
の

向
上
と
体
制

の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に

対
す
る
水
防

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
当
日
の
講
師
に
は（
社
）全
国
防
災
協
会

所
属
の
水
防
専
門
家
の
方
二
名
を
お
迎
え

し
、
湯
沢
雄
勝

管
内
の
消
防
職
・

団
員
約
一
〇
〇

名
が
集
ま
り
ま

し
て
、
実
践
に

即
し
た
効
果
的

な
「
木
流
し
工

法
」「
積
み
土
の

う
工
法
」
の
二

工
法
を
習
得
い

た
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
訓
練
も
、
技
術
の
習
得
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
住
民
生
活
の
平
穏
と
安
全

を
守
る
た
め
に
、
出
水
期
の
災
害
に
備
え

る
意
識
を
強
く
持
て
た
、
実
り
あ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。 

   

  

消
防
団
員
教
養
訓
練
講
習
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
六
月
一
一
日
） 

　
消
防
人
と
し
て
の
教
養
力
向
上
を
目
的

と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
の
講
習
で
す
が
、

当
日
は
雨
風
が
吹
く
あ
い
に
く
の
天
候
の

中
、
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防

署
員
を
講
師
に
、
規
律
・
ポ
ン
プ
そ
れ
ぞ

れ
の
基
本
動
作
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
消
防
団
員
約
二
〇
〇
名
は
、

皆
真
剣
に
講
習
を
受
け
、
消
防
活
動
に
お

け
る
基
礎
を
し
っ
か
り
と
学
び
ま
し
た
。 

　
受
講
し
た
団
員
か
ら
は
、
「
入
団
か
ら

今
ま
で
流
れ
的
な
動
き
で
活
動
し
て
い
た

が
、
今
回
初
め
て
受
講
し
、
基
本
的
な
動

作
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
た
め
に
な

っ
た
。」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
講
習
に
よ
り
、消
防
人
と
し
て
の
教

養
を
深
め
る
と

と
も
に
、
技
術

の
練
磨
向
上
が

図
ら
れ
、
防
災

体
制
の
一
層
の

充
実
強
化
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。 

（
情
報
提
供
＝

湯
沢
雄
勝
広
域

市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
） 
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地域の防災、災害対策に貢献Y

猿田興業株式会社 
秋田市山王六丁目10番９号  ＴＥＬ018（863）1551㈹ 

　　　猿田興業ビル７Ｆ  ＦＡＸ018（824）3651

森 田 ポ ン プ　　　ラ ビ ッ ト ポ ン プ 

桜ホース・ソフト吸管　　　消 防 被 服 一 式 

各 種 消 火 器　　　消 防 機 器 一 式 

株式会社　協　　　　　立 

株式会社　能代消防センター 

〒016-0846 能代市栄町12の3　 

TEL　(0185）（52）6361　 

（52）6494　 


